
団体名： 旭商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 143.5 ％） （達成度 130.0 ％） Ａ Ａ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 97.2 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 116.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 135.4 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 変更する

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 200.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 102.9 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 50.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 71.4 ％） （達成度 150.0 ％） Ａ Ａ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 99.0 ％） （達成度 100.0 ％） Ａ Ａ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ
両方現行どお

り

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

小規模事業者持続
化補助金などの告
知を密に行い、持
続可能な経営を定
着させる。

〇

目標
数値

520
実績
数値

515
目標
数値

60

指標
経済動向調査事業所数 商工会だより等の配布に

より地区内の需要動向情
報を提供することによ
り、各個店の新商品及び
新サービス開発の礎とな
ることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
60

調査・広報事業

「商工会だより」を発行し
小規模事業者等へ各種情報
を提供する。
その他、国、県の支援施策
や中小企業のための各種共
済などの情報を積極的に提
供する。

商工会だより発行
２００部＋２００部
　　　　　４００部
各種施策や共済等のパンフ等の配布
１１５部
　　　　計５１５部
経済動向調査６０事業所／年

小規模事業者

指標
施策パンフ等発行部数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

旭地区の特産品ブ
ランド商品を目指
し開発のためブラ
ンド化のシステム
作りを引き続き実
施する。

〇

目標
数値

7
実績
数値

5
目標
数値

6

指標
特産品会議開催数 特産品会議を重ねた結

果、旭地区の商品を使っ
た「まるごと旭」ギフト
セットを試行販売するこ
とができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
9

観光振興事業

観光関連事業による地域の活性化は
不可欠であるため、観光協会や観光
関係団体との連携による事業を積極
的に推進し、交流人口の拡充による
地域活性化を促進する。また、旭地
区の特産品ブランド商品を目指し開
発のため調査研究を実施する。

観光協会等との連携を含む各種観光
事業の実施
各種観光振興事業の開催数
　　　　　　　　　　５回
（しだれもも、笹戸じねんじょもみ
じまつり、風鈴まつり、敷島盆おど
り、小渡盆おどり）
あさひ特産品開発会議の開催数９回

小規模事業者
等

指標
商店街振興事業

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

地域活性化のため
空き店舗対策を中
心に引き続き地元
商業団体を支援す
る。

目標
数値

6
実績
数値

3
目標
数値

指標

商店街関係団体を支援
し、その振興に向けて指
導を行い、商店街事業の
円滑な推進を図った。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

商店街振興事業

商店街活性化を目的とし
た、小渡商店街活性化委員
会、その他商業振興に係る
商業関係団体の支援を推進
する。

商業関係団体指導回数　３
回
街路灯の維持管理　８８基
　　　（内ＬＥＤ化６５
基）

小規模事業者
等

指標
商業関係団体指導回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

地区外からの販路
開拓を目指し効果
的な集客を進め
る。

目標
数値

1700
実績
数値

1750
目標
数値

指標

各種祭典事業を通して地
域の知名度向上による地
域活性化の一助となっ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

祭典

地域独自の各種祭典事業を
開催し、地域の良さをＰＲ
し、地域外の人々との交流
を促進することにより地域
の活性化を促進する。

マイタウンおいでん旭
７月１４日開催約６００人、
商工祭１１月２日，３日開催
約１０００人、
その他の祭典
１０月２６日開催１５０人
総来場者数１，７５０人

小規模事業者
等

指標
総来場者数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続き販路拡大
に支援し、当地区
のピーアールを行
う。 〇

目標
数値

3
実績
数値

6
目標
数値

出店者数
指標

RWCと金山駅構内での販
売を通じてターゲットが
違う層に向けて旭をピー
アールすることができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

とよたの特産品販
路拡大事業

地域の特産品の販路拡大を
推進するために「とよたの
特産品展」を開催する。

とよたの特産品展の開催
　出店者数　６事業所
　開催場所　豊田参合館
　　　　　　金山総合駅 小規模事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

販路開拓を中心と
したセミナーと現
地視察を行い、具
体的な売上を増や
す方策につなげ
る。目標

数値
65

実績
数値

88
目標
数値

指標

２回の講演会を通じて、
現在、自分が置かれてる
旭地区の立ち位置の確認
と今後の事業を継続する
モチベーションアップの
方法を地域住民を巻き込
んで学ぶことができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

若手後継者等育成
事業

若手後継者等の積極的な経
営展開を支援をするため
に、実践型セミナーを開催
する。
青年部、女性部が資質向上
のために全国大会に参加す
る。

セミナーの開催
　開催回数２回８８人
全国大会参加
　青年部　３人 小規模事業者

等

指標
セミナー延出席者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続き時勢に
あった内容の講演
会を開催する。

目標
数値

6
実績
数値

7
目標
数値

指標

当初の事業計画に沿って
キャッシュレスサービス
などのセミナーを開催す
ることができ、経営改善
の一助とすることができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

講習会等

小規模事業者が抱える経営
上の問題点に対応する実務
的な研修会及び個別の指導
会等を開催する。

講習会開催回数及び
　　　　　　受講数
　集団４回４０人
　個別３回２２人
　計　７回６２人

小規模事業者

指標
講習会開催回数

事業主の高齢化に
伴い更に持続可能
な経営を目指し現
状維持の目標数を
設定する。

目標
数値

36
実績
数値

35
目標
数値

実績
数値

個人事業主の正しい記帳
による決算書を作成し、
適正な税務申告ができ
た。また、財務数値の把
握により適切な経営支援
につながった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

記帳継続指導事業

個人事業主等を対象に正し
い記帳方法を指導するとと
もに年末調整や決算確定申
告の指導を通して適正な税
務申告を支援する。

・指導対象者数　３５人
・指導延日数　２０３日
・指導延回数　５２４回

小規模事業者

指標
記帳継続指導対象者数

指標

目標
数値

230
実績
数値

330
目標
数値

10

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

巡回窓口指導を積
極的に実施するこ
とにより課題の掘
り起しを行う。巡回・窓口相談指

導事業

地区内の小規模事業者に対して、経
営、労務、金融、税務等の課題解決
のために個別に相談指導を行う。ま
た、より高度な課題解決や経営力向
上のための提案などを進めるため、
国、県の小規模事業者施策の利用を
積極的に進め、特に専門家派遣など
の支援制度を活用し、事業者の経営
発展に寄与する。

・巡回窓口指導実企業数１０９社
　（うち非会員４社）
・巡回窓口指導延件数　３３０件
　（うち非会員７件）
・課題解決提案件数１３件
・経営革新承認件数　２件

小規模事業者

指標
巡回窓口指導延件数

指標
課題解決提案件数

小規模事業者の経営課題に対
し、各種施策等を活用し、経営
支援を行なった。提案から生ま
れた補助金申請支援など提案に
対して効果があった。専門家派
遣も有効に活用することができ
た。実績

数値
13

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 旭商工会

得られた効果 備考

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 95.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 93.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 105.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 81.3 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 107.1 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 137.5 ％） Ａ Ａ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 90.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 廃止する

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

来年度は実施しな
い。

目標
数値

30
実績
数値

27
目標
数値

指標

プレミアム付商品券事業
を活用した商品券の発行
により、当地区の店舗の
宣伝と地産地消を促進さ
せることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

プレミアム付商品
券発行事業

国の「プレミアム付商品券
事業」を活用した商品券の
発行により、消費喚起な
ど、地産地消を促進させ
る。

プレミアム付商品券の発行支援
　発行日
　令和元年１０月１９日，
　　　　　　　　２０日
　発行場所　旭交流館
　商品券利用加盟店件数
　　　　　　２７事業所

小規模事業者
等

指標
商品券利用加盟店件数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

販路開拓を中心と
した事業を実施
し、売上増につな
げる。 〇

目標
数値

2
実績
数値

2
目標
数値

8

指標
事業計画書策定数 BIZミルを活用した事業

計画書策定支援を通して
経営革新計画を2件申請
することができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
11

伴走型小規模事業
者支援事業

小規模事業者の経営に対する意識、
意欲を高めるための意識改革を促
し、希望を持って積極的に事業活動
を行うことにより地域経済が活性化
する方向性を導くために小規模事業
者の事業計画策定、実施を促進す
る。

事業計画策定セミナー
　　　　　２回１４名
事業計画書策定支援
　　　　　１１事業所 小規模事業者

指標
セミナー開催回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

求人情報のホーム
ページだけでな
く、紙媒体で近隣
へ新聞折込を実施
することで、効果
的な情報提供を行
う。

目標
数値

14
実績
数値

15
目標
数値

指標

地区内の求人等の情報の
件数を維持することがで
きた。また、近隣の会社
からの掲載打診もあり当
地区の雇用情報ツールと
して定着し始めてきた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

雇用情報提供事業

地区内の求人情報等を収集
し、求職者に提供すること
により、地域の雇用と定住
の促進を図る。より効果的
に周知を行うためポス
ター・パンフレットなどを
作成する。

求人情報の提供件数１５件
閲覧ファイルの設置３ヶ所

小規模事業者
等

指標
求人情報提供件数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

積極的な税務指導
に努力する。

目標
数値

80
実績
数値

65
目標
数値

確定申告受付件数
指標

確定申告の締切が4月まで延長
したため目標数字より若干減少
したが、確定申告書の用紙が送
られてこない状況で当地区唯一
の税務指導団体として存在感を
示すことができた。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

税務関係団体指導
事業

青色申告会の支部運営事務等をはじ
め、納税貯蓄組合、間税会の事業へ
の協力を行うとともに、税務指導や
税制改正等の情報提供を行う。
申告書提出の利便性確保のため、商
工会受付の促進を図る。

税務指導の拡充による確定
申告の受付等、小規模事業
者の利便に供する。
　確定申告受付件数６５件 小規模事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続き制度普及
に努力する。

目標
数値

22
実績
数値

22
目標
数値

指標

事業主の保険給付等の事
務処理負担の軽減、労働
保険の普及及び適正な保
険料の納付ができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

労働保険事業

事業主の委託を受けて、事業主に代
わって労働保険料の申告納付、その
他労働保険に関する各種の届出等の
事務手続きを行うことにより、中小
事業主の事務処理負担を軽減し、労
働保険の適用促進及び労働保険料の
適正な徴収を図ることを目的とす
る。

労働保険指導事業所数
　　　　　　　　２２社

小規模事業者

指標
労働保険指導事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

積極的に受診募集
を行う。

目標
数値

60
実績
数値

63
目標
数値

指標

小規模事業者の健康の増
進、健康意識の向上を図
ることができた。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

健康普及事業

健康診断の受診者が比較的
少ない小規模事業者の診断
受診を促進するため、集団
健康診断を開催することに
より、小規模事業者の健康
増進に寄与する。

検診車を手配し、旭交流館
にて集団健康診断を実施す
る。
健康診断受診者数６３名 小規模事業者

指標
健康診断受診者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

現状維持に引き続
き努める。

目標
数値

190
実績
数値

178
目標
数値

指標

小規模事業者等の傷害等
に対する補償を拡充する
ことにより、事業所とし
ての福利厚生事業の強化
につながった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

福利厚生事業

事業所の福利厚生の拡充を
促進するため、中小企業共
済を中心とした共済制度の
普及を図る。

巡回・窓口相談指導と同時
に共済の加入推進を行う。
中小企業共済
年度末加入保有件数１７８
件

小規模事業者
等

指標
年度末加入保有件数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

組織を維持するた
め現状の部員数を
目標に実施する。

目標
数値

47
実績
数値

45
目標
数値

指標

青年部、女性部の部員の
資質向上、経営知識の向
上及び地域貢献の拡充を
図った。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

青年部・女性部事
業

若手後継者や商工業に携わ
る女性の育成は、地域商工
業振興につながる重要な事
業であることから、積極的
な育成事業、地域振興事業
を推進する。

青年部、女性部の部員増強による事
業活性化を図る。
両部における部員数確保
　　　　　　　計４５名
青年部（風鈴まつり他）
　　　　　　　　　３回
女性部（花いっぱい事業他）
　　　　　　　　　５回

小規模事業者

指標
部員数

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


